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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成29年4月20日(2017.4.20)

【公開番号】特開2014-212315(P2014-212315A)
【公開日】平成26年11月13日(2014.11.13)
【年通号数】公開・登録公報2014-062
【出願番号】特願2014-76287(P2014-76287)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  13/567    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  13/60     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  25/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  13/615    (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｃ   13/567    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｃ   13/60     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   25/22     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   13/615    　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６１０　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６９０　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６６０　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６２０　

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月16日(2017.3.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　陽極と陰極と、前記陽極と前記陰極との間に配置されている発光層とを有し、
　前記陽極と前記発光層との間に有機化合物層が配置され、
　前記有機化合物層が、下記の化合物Ａと、化合物Ｂと、を有することを特徴とする、有
機発光素子。
［化合物Ａ］下記一般式［１］又は［２］に示される化合物であり、かつＳＰ2炭素原子
とＳＰ3炭素原子を有し、前記ＳＰ2炭素原子の個数に対する前記ＳＰ3炭素原子の個数の
比率が４０％以上である化合物
［化合物Ｂ］３級アミン構造を有する化合物

【化１】

（一般式［１］において、Ｚ1は、フェニル基又は酸素原子を表す。前記フェニル基は、
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アルキル基又はハロゲン原子をさらに有してもよい。
　一般式［１］において、Ａｒ1は、アリール基又は脂肪族縮合多環基を表す。尚、Ａｒ1

で表わされる置換基は、アルキル基、アルコキシ基又はハロゲン原子をさらに有してもよ
い。
　一般式［１］において、ｎは、１乃至６の整数を表す。ただし、Ｚ1が酸素原子である
場合、ｎは、２である。ｎが２以上である場合、複数ある括弧内の構造Ａｒ1は、それぞ
れ同じであってもよいし異なっていてもよい。
　一般式［２］において、Ａｒ2及びＡｒ3は、それぞれアリール基又は脂肪族縮合多環基
を表す。尚、Ａｒ2及びＡｒ3で表わされる置換基は、アルキル基、アルコキシ基又はハロ
ゲン原子をさらに有してもよい。またＡｒ2及びＡｒ3は、それぞれ同じであってもよいし
異なっていてもよい。）
【請求項２】
　前記一般式［１］において、前記Ａｒ1が、アルキル基を有するフェニル基、アルキル
基を有するフルオレニル基、アルキル基を有するビフェニル基又はアルキル基を有するナ
フチル基であり、
　前記一般式［２］において、前記Ａｒ2及びＡｒ3が、それぞれアルキル基を有するフェ
ニル基、アルキル基を有するフルオレニル基、アルキル基を有するビフェニル基又はアル
キル基を有するナフチル基であることを特徴とする、請求項１に記載の有機発光素子。
【請求項３】
　前記Ｚ1が、フッ素原子あるいはアルキル基を有してもよいフェニル基又は酸素原子で
あることを特徴とする、請求項１または２に記載の有機発光素子。
【請求項４】
　前記化合物Ａが有するＳＰ2炭素原子の個数に対する前記化合物Ａが有するＳＰ3炭素原
子の個数の比率が、８０％以上であることを特徴とする、請求項１乃至３のいずれか一項
に記載の有機発光素子。
【請求項５】
　前記化合物Ａ及び前記化合物Ｂの合計を基準とする、前記有機化合物層に含まれる前記
化合物Ｂの比率が、１０ｗｔ％乃至９０ｗｔ％であることを特徴とする、請求項１乃至４
のいずれか一項に記載の有機発光素子。
【請求項６】
　前記化合物Ａ及び前記化合物Ｂの合計を基準とする、前記有機化合物層に含まれる前記
化合物Ｂの比率が、２０ｗｔ％乃至７０ｗｔ％であることを特徴とする、請求項１乃至５
のいずれか一項に記載の有機発光素子。
【請求項７】
　下記一般式［３］又は［４］に示される化合物であることを特徴とする、有機化合物。
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【化２】

（一般式［３］において、Ｚ2は、ナフチル基、フルオレニル基、フェナンスリル基、ト
リフェニレニル基、脂肪族縮合多環基、炭素原子又は酸素原子を表す。尚、Ｚ2で表され
る置換基は、アルキル基、アルコキシ基、アリール基又はハロゲン原子をさらに有しても
よい。
一般式［３］において、Ｒ1乃至Ｒ9は、それぞれ水素原子、アルキル基、アルコキシ基又
はハロゲン原子を表す。ただしＲ1乃至Ｒ9のいずれかで表される置換基のうち、少なくと
も２つはアルキル基である。
一般式［３］において、ｍは、１乃至６の整数を表す。ただし、Ｚ2が炭素原子である場
合、ｍは、１乃至４の整数であり、Ｚ2が酸素原子である場合、ｍは、１又は２である。
ｍが２以上である場合、複数ある括弧内の構造は、それぞれ同じであってもよいし異なっ
ていてもよい。
一般式［４］において、Ｒ11乃至Ｒ28は、それぞれ水素原子、アルキル基、アルコキシ基
又はハロゲン原子を表す。ただしＲ11乃至Ｒ28のいずれかで表される置換基のうち、少な
くとも２つはアルキル基である。）
【請求項８】
　前記Ｚ2が、アルキル基、アルコキシ基、アリール基あるいはハロゲン原子をさらに有
してもよい、脂肪族縮合多環基、炭素原子又は酸素原子であることを特徴とする、請求項
７に記載の有機化合物。
【請求項９】
　下記一般式［５］又は下記一般式［６］で示される化合物であることを特徴とする、請
求項７または８に記載の有機化合物。
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【化３】

（一般式［５］において、Ｚ11は、ナフチル基、フルオレニル基、フェナンスリル基、ト
リフェニレニル基、脂肪族縮合多環基、炭素原子又は酸素原子を表す。尚、Ｚ11で表され
る置換基は、アルキル基、アルコキシ基、アリール基又はハロゲン原子をさらに有しても
よい。
　一般式［５］において、Ｒ2、Ｒ6、Ｒ8及びＲ9は、それぞれアルキル基又はアルコキシ
基を表し、それぞれ同じでも異なってもよい。
　一般式［５］において、ｍは、１乃至６の整数を表す。ただし、Ｚ11が炭素原子である
場合、ｍは、１乃至４の整数であり、Ｚ11が酸素原子である場合、ｍは、１又は２である
。ｍが２以上である場合、複数ある括弧内の構造は、それぞれ同じであってもよいし異な
っていてもよい。
　一般式［６］において、Ｒ12、Ｒ16、Ｒ18、Ｒ19、Ｒ21、Ｒ24、Ｒ27及びＲ28は、それ
ぞれアルキル基又はアルコキシ基を表し、それぞれ同じでも異なってもよい。）
【請求項１０】
　前記Ｚ11が、アルキル基、アルコキシ基、アリール基あるいはハロゲン原子をさらに有
してもよい、脂肪族縮合多環基、炭素原子又は酸素原子であることを特徴とする、請求項
９に記載の有機化合物。
【請求項１１】
　ＳＰ2炭素原子とＳＰ3炭素原子とを有し、
　前記ＳＰ2炭素原子の個数に対する前記ＳＰ3炭素原子の個数の比率が４０％以上である
ことを特徴とする、請求項７乃至１０いずれか一項に記載の有機化合物。
【請求項１２】
　陽極と陰極と、前記陽極と前記陰極の間に配置されている発光層と、を有し、
　前記陽極と前記発光層との間に有機化合物層が配置され、
　前記有機化合物層が、請求項７乃至１１のいずれか一項に記載の有機化合物と、を有す
ることを特徴とする、有機発光素子。
【請求項１３】
　前記有機化合物層が、３級アミン構造を有する化合物をさらに有することを特徴とする
、請求項１２に記載の有機発光素子。
【請求項１４】
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　陽極と陰極と、前記陽極と前記陰極の間に配置されている発光層と、を有し、
　前記陰極と前記発光層との間に有機化合物層が配置され、
　前記有機化合物層が、請求項７乃至１１のいずれか一項に記載の有機化合物と、を有す
ることを特徴とする、有機発光素子。
【請求項１５】
　陽極と陰極と、前記陽極と前記陰極の間に配置されている発光層と、を有し、
　前記発光層が、請求項７乃至１１のいずれか一項に記載の有機化合物を有することを特
徴とする、有機発光素子。
【請求項１６】
　複数の画素を有し、
　前記複数の画素の少なくともいずれかが、請求項１乃至６及び１２乃至１５のいずれか
一項に記載の有機発光素子と、前記有機発光素子に接続されている能動素子と、を有する
ことを特徴とする、表示装置。
【請求項１７】
　画像情報を入力する入力部と、画像を表示する表示部と、を有し、
　前記表示部が、請求項１６に記載の表示装置であることを特徴とする画像情報処理装置
。
【請求項１８】
　請求項１乃至６及び１２乃至１５のいずれか一項に記載の有機発光素子と、
　前記有機発光素子に駆動電圧を供給するためのＡＣ／ＤＣコンバーター回路と、を有す
ることを特徴とする、照明装置。
【請求項１９】
　感光体と、
　前記感光体の表面を帯電させる帯電部と、
　前記感光体を露光するための露光部と、
　前記感光体の表面に形成された静電潜像を現像するための現像器と、を有する画像形成
装置であって、
　前記露光部が、請求項１乃至６及び１２乃至１５のいずれか一項に記載の有機発光素子
を有することを特徴とする、画像形成装置。
【請求項２０】
　発光部材を有し、
　前記発光部材を用いて感光体を露光する露光機であって、
　前記発光部材が、請求項１乃至６及び１２乃至１５のいずれか一項に記載の有機発光素
子を所定の直線方向に沿って列を形成して配置されてなる部材であることを特徴とする、
露光機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の有機発光素子は、陽極と陰極と、前記陽極と前記陰極との間に配置されている
発光層とを有し、
　前記陽極と前記発光層との間に有機化合物層が配置され、
前記有機化合物層が、下記の化合物Ａと、化合物Ｂと、を有することを特徴とする。
［化合物Ａ］下記一般式［１］又は［２］に示される化合物であり、かつＳＰ2炭素原子
とＳＰ3炭素原子を有し、前記ＳＰ2炭素原子の個数に対する前記ＳＰ3炭素原子の個数の
比率が４０％以上である化合物
［化合物Ｂ］３級アミン構造を有する化合物
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【化１－１】

（一般式［１］において、Ｚ1は、フェニル基又は酸素原子を表す。前記フェニル基は、
アルキル基又はハロゲン原子をさらに有してもよい。
　一般式［１］において、Ａｒ1は、アリール基又は脂肪族縮合多環基を表す。尚、Ａｒ1

で表わされる置換基は、アルキル基、アルコキシ基又はハロゲン原子をさらに有してもよ
い。
　一般式［１］において、ｎは、１乃至６の整数を表す。ただし、Ｚ1が酸素原子である
場合、ｎは、２である。ｎが２以上である場合、複数ある括弧内の構造Ａｒ1は、それぞ
れ同じであってもよいし異なっていてもよい。
　一般式［２］において、Ａｒ2及びＡｒ3は、それぞれアリール基又は脂肪族縮合多環基
を表す。尚、Ａｒ2及びＡｒ3で表わされる置換基は、アルキル基、アルコキシ基又はハロ
ゲン原子をさらに有してもよい。またＡｒ2及びＡｒ3は、それぞれ同じであってもよいし
異なっていてもよい。）
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